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研究成果の概要（和文）：代数解析の理論と計算代数の手法に基づくことで, 複素解析的な特異点の研究を行っ
た。主な研究成果は, (i)収束冪級数環における拡張イデアルメンバーシップ問題を扱うアルゴリズム. (ii) 収
束冪級数環におけるintegral numberとintegral dependence relationの一般化およびそれらを求めるアルゴリ
ズム, (iii)対数的ベクトル場と Bruce-Roberts MIlnor数を求めるアルゴリズム, (iv) 超曲面に付随するホロ
ノミーD-加群を求めるアルゴリズムとその応用, (v) generic Le number を求めるアルゴリズム等の導出・開発
である。

研究成果の概要（英文）：Based on the theory of algebraic analysis and computer algebra, complex 
analytic aspects of singularities are considered. Main results of our study are (i) an extended 
ideal membership algorithm in a ring of convergent power series. (ii)  algorithms for computing 
integral numbers, and generalized integral dependence relations of an ideal in a local ring, (iii)  
algorithms for computing logarithmic vector fields and Bruce-Roberts Milnor numbers, (iv) an 
algorithm for computing b-functions and relevant holonomic D-modules associated to a hypersurface, 
(v) an algorithm for computing generic Le numbers. 

研究分野： 解析学基礎
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１．研究開始当初の背景 
複素解析学には, 代数解析の観点から研究を
行うことが望まれる現象や未解決問題が数
多くある。特に, 特異点の複素解析的諸性質
の解明には, ホロノミーD-加群の理論が有効
である。これら未解決問題の研究を行うため
には, 既存の理論や手法の枠を超え, 新たな
研究の枠組みを構築し, 研究することが重要
である。 
 
２．研究の目的 
代数解析の理論と計算機代数の手法に基づ
くことで, 特異点の複素解析的諸性質を解析
する革新的研究手法やアルゴリズムを開発
する。さらに構築した研究手法を用いて, 特
異点および特異点に付随した D-加群の研究
を行い, 当該分野の未解決問題を解くことを
目標とする。 
 
３．研究の方法 
理論的な研究と数式処理による計算機実験
を並行させながら特異点の研究とアルゴリ
ズムの研究開発を行った。研究代表者と研究
分担者が互いに出張し, 共同で計算機実験用
のアルゴリズムの考案, プログラムの試作・
改良を行った。作成したプログラムを用いて
計算実験を行い, 得られたデータを利用して, 
研究代表者, 分担者, 連携研究者, 研究協力
者が共同で研究を進めた。 
 
４．研究成果 
特異点の複素解析的諸性質を解析する際に
有効なアルゴリズムの導出, 改良, 開発, 
実装に関する研究成果として 
(i) スタンダード基底の項順序を変換する
アルゴリズム, (ii) 収束冪級数環における
拡張イデアルメンバーシップアルゴリズム, 
(iii) 半擬斉次孤立特異点の変形族に対し,  
解析的不変量である Tjurina 数, Tjurina 
algebra に対するパラメータ付き局所コホ
モロジー, パラメータ付きスタンダード基
底を求めるアルゴリズム, (iv) B. Teissier 
が 導 入 し た  equisingular な 不 変 量 
¥mu^{*} を求めるアルゴリズム, (v) 孤立特
異点に対する limiting tangent spaces を
求めるアルゴリズム, (vi) 収束冪級数環の
イデアルに関する integral number および
integral dependence relation を求めるア
ルゴリズム, (vii) 特異点の変形族に対し, 
対数的ベクトル場を求めるアルゴリズム, 
(viii) 超曲面の変形族に対し, b-関数およ
びホロノミーD-加群を求めるアルゴリズム
等の構成をおこなった。これらのアルゴリズ
ムを用いて, Bruce-Roberts Milnor 数の研
究, 非孤立特異点を持つ超曲面に付随する 
vanishing cycles の研究を進めた。また, D. 
Massey が導入した generic Le numbers を求
める計算法を考案した。 
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